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作業選択画面 

 
 
 
概要 

セットアップディスク［Ｎｏ２］にあるフォルダ「Ｓａｍｐｌｅ」内に、Ｅｘｃｅｌにより作成されたサンプ

ルファイルが保存されています。 
［ｐｒｏｇｒａｍ座標面積．ｘｌｓ］ 
［ｐｒｏｇｒａｍ座標半径．ｘｌｓ］ 
［ｐｒｏｇｒａｍ三斜．ｘｌｓ］ 
［ｐｒｏｇｒａｍ角度．ｘｌｓ］ 
［ｐｒｏｇｒａｍ土量直．ｘｌｓ］ 
［ｐｒｏｇｒａｍ土量曲．ｘｌｓ］ 
 
これらはＰＬＡＮＩＸの測定機能に応じた、表とプログラムが記録されたＥＸＣＥＬのサンプルフ

ァイルです。 
いずれかのサンプルファイルの表とプログラムを、これから行おうとしている作業に合わせて

編集して、ファイル名を［ｐｒｏｇｒａｍ．ｘｌｓ］として保存します。 
プログラムを起動し、作業選択画面の［新規ＥＸＣＥＬシートを開く］を指定しますと、編集した

表が開きます。 
ＰＬＡＮＩＸから数値データや測定データをコンピュータへ送りますと、編集されたプログラム

に応じて表にデータが入力されます。 
測定が終了しましたら、ＥＸＣＥＬで印刷し、名前を付けて保存して下さい。 
作業選択画面の［保存済ＥＸＣＥＬシートを開く］を指定しますと、すでに保存したシートを開

いて測定データを追加したり、測定し直すことが出来ます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



サンプルファイル 
各サンプルファイルは「Ｓｈｅｅｔ１」の表と「Ｓｈｅｅｔ２」のプログラムシートにより構成されてい

ます。 
概要は下記の通りです。 

 
・ ［ｐｒｏｇｒａｍ座標面積．ｘｌｓ］ 

ＰＬＡＮＩＸの測定モードは線長・面積モードで、測定機能に座標、辺長、線長、 
面積、図心が選ばれていて、測点番号と測定結果番号も処理するサンプルファイル 
です。 
測定結果番号をＰＬＡＮＩＸから送って、変更することも出来ます。 

 
・ ［ｐｒｏｇｒａｍ座標半径．ｘｌｓ］ 

ＰＬＡＮＩＸの測定モードは線長・面積モードで、測定機能に座標、辺長、線長、 
半径が選ばれていて、測点番号も処理するサンプルファイルです。 

 
・ ［ｐｒｏｇｒａｍ三斜．ｘｌｓ］ 

ＰＬＡＮＩＸの測定モードは三斜モードで、測定機能に底辺、高さ、面積が選ばれ 
ていて、測定結果番号も処理するサンプルファイルです。 
ＥＸＣＥＬの関数を使って合計面積を求め、合計面積がある値を超えると、ＰＬＡＮ  
ＩＸの表示とブザーで警告するようにプログラムされています。 

 
・ ［ｐｒｏｇｒａｍ角度．ｘｌｓ］ 

ＰＬＡＮＩＸの測定モードは角度モードで、測定機能に辺長、角度が選ばれていて、 
測点番号も処理するサンプルファイルです。 

 
・ ［ｐｒｏｇｒａｍ土量直．ｘｌｓ］ 

ＰＬＡＮＩＸの測定モードは線長・面積モードで、測定機能に線長、面積が選ばれて 
いて、道路を直線として土量計算処理するサンプルファイルです。 

 工種を指定し、ＰＬＡＮＩＸで断面を測定します。 
 
・ ［ｐｒｏｇｒａｍ土量曲．ｘｌｓ］ 

ＰＬＡＮＩＸの測定モードは線長・面積モードで、測定機能に線長、面積、図心が 
選ばれていて、道路を曲線として土量計算処理するサンプルファイルです。 
断面図のセンター軸を指定してから、工種を指定し、ＰＬＡＮＩＸで断面を測定し 
ます。 

 
 

サンプルファイルをお客様の作業に合わせて編集して下さい。 
編集が終わりましたら、本プログラムをセットアップしたフォルダへファイル名を 
［ｐｒｏｇｒａｍ．ｘｌｓ］として保存します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



座標面積 
 

サンプルファイル［ｐｒｏｇｒａｍ座標面積．ｘｌｓ］を開きますとＥＸＣＥＬの「Ｓｈｅｅｔ１」に表が、 
「Ｓｈｅｅｔ２」にプログラムシートが開きます。 

 
ＰＬＡＮＩＸのデータ種類(測点番号、座標、辺長、線長、面積、図心座標)、入力するセル 
位置をユーザがプログラムシートに書き込みます。 
ファイル名を［ｐｒｏｇｒａｍ．ｘｌｓ］として保存します。 
プログラムを起動し、「新規ＥＸＣＥＬシートを開く」を指定します。 

 
ＰＬＡＮＩＸで図形番号１００の測点番号１、２、３、４、５、６、１をプロットします。 
それぞれのデータがプログラムで指定されたセルへ入力され、１つ下のセルへ移動して 
待機します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



座標半径 
 

サンプルファイル［ｐｒｏｇｒａｍ座標半径．ｘｌｓ］を開きますとＥＸＣＥＬの「Ｓｈｅｅｔ１」に表が、 
「Ｓｈｅｅｔ２」にプログラムシートが開きます。 

 
ＰＬＡＮＩＸのデータ種類(測点番号、座標、辺長、線長、半径)、入力するセル位置をユーザ

がプログラムシートに書き込みます。 
ファイル名を［ｐｒｏｇｒａｍ．ｘｌｓ］として保存します。 
プログラムを起動し、「新規ＥＸＣＥＬシートを開く」を指定します。 

 
ＰＬＡＮＩＸで円弧始点１、円弧中点、円弧終点２をプロットします。 
それぞれのデータがプログラムで指定されたセルへ入力され、１つ下のセルへ移動して 
待機します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



三斜 
 

サンプルファイル［ｐｒｏｇｒａｍ三斜．ｘｌｓ］を開きますとＥＸＣＥＬの「Ｓｈｅｅｔ１」に表が、 
「Ｓｈｅｅｔ２」にプログラムシートが開きます。 

 
ＰＬＡＮＩＸのデータ種類(測点番号、底辺、高さ、面積)、入力するセル位置、合計面積の制

限値、制限を越えたときの表示とブザー警告の指示、セル位置の指定をユーザがプログラ

ムシートに書き込みます。 
ファイル名を［ｐｒｏｇｒａｍ．ｘｌｓ］として保存します。 
プログラムを起動し、「新規ＥＸＣＥＬシートを開く」を指定します。 

 
ＰＬＡＮＩＸで図形番号２００の３点２をプロットします。 
それぞれのデータがプログラムで指定されたセルへ入力され、１つ下のセルへ移動して 
待機します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



角度 
 

サンプルファイル［ｐｒｏｇｒａｍ角度．ｘｌｓ］を開きますとＥＸＣＥＬの「Ｓｈｅｅｔ１」に表が、 
「Ｓｈｅｅｔ２」にプログラムシートが開きます。 

 
ＰＬＡＮＩＸのデータ種類(測点番号、辺長、角度)、入力するセル位置、セル位置の指定を 
ユーザがプログラムシートに書き込みます。 
ファイル名を［ｐｒｏｇｒａｍ．ｘｌｓ］として保存します。 
プログラムを起動し、「新規ＥＸＣＥＬシートを開く」を指定します。 

 
ＰＬＡＮＩＸで求める角度を挟む３点２をプロットします。 
それぞれのデータがプログラムで指定されたセルへ入力され、１つ下のセルへ移動して 
待機します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



直線部土量計算 
 

サンプルファイル［ｐｒｏｇｒａｍ土量直．ｘｌｓ］を開きますとＥＸＣＥＬの「Ｓｈｅｅｔ１」に表が、 
「Ｓｈｅｅｔ２」にプログラムシートが開きます。 

 
ＰＬＡＮＩＸのデータ種類(面積、線長)、入力するセル位置、工種の指定キーをユーザがプロ

グラムシートに書き込んでおきます。 
ファイル名を［ｐｒｏｇｒａｍ．ｘｌｓ］として保存します。 
プログラムを起動し、「新規ＥＸＣＥＬシートを開く」を指定します。 

 
測点と距離を計算書シートにキー入力します。 
ＰＬＡＮＩＸから数字と＃キーで工種を指定して、断面積または法長を測定します。 
それぞれのデータがプログラムで指定されたセルへ入力されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



曲線部土量計算 
 

サンプルファイル［ｐｒｏｇｒａｍ土量曲．ｘｌｓ］を開きますとＥＸＣＥＬの「Ｓｈｅｅｔ１」に表が、 
「Ｓｈｅｅｔ２」にプログラムシートが開きます。 

 
ＰＬＡＮＩＸのデータ種類(面積、線長、図心座標)、入力するセル位置、工種の指定キーをユ

ーザがプログラムシートに書き込んでおきます。 
ファイル名を［ｐｒｏｇｒａｍ．ｘｌｓ］として保存します。 
プログラムを起動し、「新規ＥＸＣＥＬシートを開く」を指定します。 

 
測点、半径、距離を計算書シートにキー入力します。 
各断面ごとに横断図のセンター軸の設定をＰＬＡＮＩＸで行います。 
ＰＬＡＮＩＸから数字と＃キーで工種を指定して、断面積または法長と図心座標を測定し 
ます。 
それぞれのデータがプログラムで指定されたセルへ入力されます。 
 


